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活動報告書

5月 ・島大すみれ食堂発足
　　・キッズキッチンじょうほくでの調理配膳補助（通年）
→【到達目標1・2・3・11】調理・配膳・受付等を行いました。

6月 ・島大すみれ食堂Instagramの運用開始（通年）
日々の活動の様子やイベントの告知、報告などをInstagramを用いて発信しました。
　　・城東すくすく食堂運営の会議参加

8月 ・キッチンじょうほくでの夏祭り運営補助
→【到達目標1・2・3・11】通常の調理配膳に加え、かき氷・わたあめの屋台の担当、くじ引きを行い子ど
もたちとの交流を行いました。
    ・城東すくすく食堂での調理配膳補助、遊びのサポート（通年）
→【到達目標1・2・3・11】

10月 ・大学祭での子ども企画出展
→【到達目標11・14・17】スタンプラリーとRICOH株式会社様と協力し「紙アクアリウム」を行いまし
た。「紙アクアリウム」では海ごみのイラストの用意やSDGsに関するポスター、絵本の展示を行い、
SDGｓ到達目標14にも絡めた企画としました。

12月 ・キッズキッチンじょうほくでケーキ配布
→【到達目標1・2・3・11】通常の調理配膳補助に加え、RICOH株式会社様のご提供でケーキの配布を
行いました。

1月　・SDGｓ概論での発表
島大すみれ食堂の活動とSDGｓの関わりについて講義で発表を行った。

2月 ・まつえSDGｓフェスティバル2026出展
→【到達目標1・2・3・11・12・17】乃木子ども食堂と協力し、300食のおにぎり・猪汁・しじみ汁の調理
配膳を行いました。また別ブースで廃材を使った楽器作りも並行して行い、子どもたちとの交流をしま
した。寄付も募り、得られた寄付金は3月10日の式典で松江市社会福祉協議会に寄付をする予定と
なっています。
    ・オリジナルエプロンの作成（進行中）
    ・ご縁食堂への参加
→山陰中央新報社様が運営するご縁食堂に参加しました。今後ご縁食堂と島大すみれ食堂の連携を試
験的に行い、運営委託について検討していく予定となっています。

本団体での活動を通し、子ども食堂は食事を提供する場であるだけでなく、地域の交流の場であること
を改めて実感しました。また、子ども食堂の運営補助やイベント、SNS発信などを通して、食事支援、地
域交流、環境に関する取り組みを行い、SDGｓを身近に感じながら学び、発信する機会となりました。一
方で学習支援やリユース市の開催に関しては実施に至らず、現在も検討を進めている状況です。今後も
地域や団体との連携を大切にしながら、子どもたちが安心し、楽しむできる居場所づくりとSDGｓの達
成に貢献できる活動を行いたいと考えております。

成果物の公表予定
〜本活動の成果は、以下の方法で定期的かつ積極的に公表し、社会的な理解と支援の輪を広げること
を目指します。
・SNSによるリアルタイムな情報発信（通年）
Instagram等のSNSアカウントを活用し、日々の活動の様子、イベントの告知・報告、子どもたちの笑
顔などをリアルタイムで発信します。写真や動画を多く用いることで、活動の魅力を直感的に伝えます。
・活動報告会の実施（年度末）
地域の支援者や大学関係者を招き、学生が主体となって活動の成果を発表する報告会を実施します。
子どもたちも交えた交流の時間を設け、活動への理解を深める機会とします。

社会及び本学への波及効果
〜本活動は、SDGsの理念に基づき、食事提供にとどまらない「＋α」の価値を創出することで、地域社

会と本学（島根大学）に対して以下の波及効果をもたらします。
【社会への波及効果】
1. 貧困をなくそう、2. 飢餓をゼロに、3. すべての人に健康と福祉を
栄養バランスの取れた温かい食事を安価または無料で提供することにより、子どもの健全な発育を栄
養面から支えます。特に経済的に困難な状況にある家庭の食費負担を軽減し、地域における食のセーフ
ティネットとしての役割を果たします。これにより、すべての子どもが心身ともに健康に成長できる基盤
づくりに貢献します。

11. 住み続けられるまちづくりを、17. パートナーシップで目標を達成しよう
既存の子ども食堂の多くが食事提供を主とする中、私たちは「食事＋α」の取り組みに注力します。大学

生による学習支援は教育格差の是正の一助となり、季節のイベントや遊びの企画は、子どもたちの豊か
な情操を育みます。また、リユース市は地域内の資源循環と助け合いの文化を醸成します。
これらの活動は、子ども食堂を単なる食事の場から、子ども、学生、地域住民といった多世代が集う「地
域交流拠点」へと進化させます。この交流を通じて地域のつながりを再生し、子どもの孤立や孤独を防
ぐことで、誰もが安心して住み続けられるまちづくりに直接的に貢献します。さらに、私たちの活動モデ
ルが他の子ども食堂へも波及し、地域全体の支援の質を向上させるパートナーシップの核となることを
目指します。

1. 既存の子ども食堂における運営支援（通年）
〜地域に根差した子ども食堂の活動に参画し、食事提供のサポートを通じてよりよい社会を作ります。
・キッズキッチン城北（城北公民館）： 調理、配膳、イベントの運営支援（通年）
・城東すくすく食堂（城東公民館）： 2025年8月の新規発足、立ち上げ及び運営支援
・松江市内の各子ども食堂： 要請に応じて、調理・運営支援に柔軟に対応（通年）

2. 大学生の強みを活かした独自の取り組み（通年）
食事の提供だけでなく、子どもたちとの交流を深め、多角的な支援を目指します。
・イベントの企画・開催： 季節の行事（クリスマス会など）や、子どもたちが楽しめるレクリエーションを企
画・実施します。
・リユース市の開催： 不要になった子ども服やおもちゃなどを集め、必要な家庭へ届けるリユース市を
開催し、資源の有効活用と家計支援に貢献します。
・学習支援活動： 食事の前後の時間を利用し、宿題や苦手科目の学習をサポートします。

3. 地域社会・学内における啓発・連携活動
〜子ども食堂の認知度向上と、支援の輪を広げるための活動を行います。
・広報・啓発活動： SNS等を活用し、子ども食堂の意義や活動状況を積極的に発信（通年）
・島根大学淞風祭への参加： 子ども向け企画を実施し、学内外の多くの人々に活動を知ってもらう機会
とします（2025年10月）

・キッズキッチン城北　　・城東すくすく食堂
・松江市社会福祉協議会

島大すみれ食堂

佐藤一喜

所属人数

活動概要

１１．住み続けられるまちづくりを

１６名

達成に資するSDGｓ目標

１７．パートナーシップで目標を達成しよう


